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個別保育計画 あゆみの記録 記入日（　　　　　　）年（　　　）月（　　　）日

立立案案ししたた時時期期
のの特特徴徴

振振りり返返りりをを行行っったた
時時期期のの特特徴徴

□□  保保育育のの方方向向性性をを探探っってていいるる時時期期をを終終ええたた
□□  一一定定のの方方向向でで取取りり組組んんででいいるる時時期期のの区区切切りり
□□  方方向向性性をを変変ええるる必必要要がが生生じじたた
□□  退退院院にによよっってて保保育育をを終終ええたた
□□  そそののほほかか（（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　））

◯家族のニーズ（家族の安心につながるもの，自信をもって子育てすることにつながるもの，家族の絆をつよめることにつながるものなど） （計画立案時のニーズの変化，新たなもの）

入院中の幼児のアセスメント・個別保育計画立案・振り返り用シート　＜子どもと保育士のあゆみ（病棟保育ポートフォリオ）＞

ID　　　　　　　　　　　　　　　　名前　　　　　　　　　　　　　　呼び名　　　　　　　　　　　　年齢　　　：　　　／　家族

診断　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　基礎疾患等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入院（　　　　　　）年（　　　）月（　　　）日　　主治医　　　　　　　　　担当看護師

記入日（　　　　　　）年（　　　）月（　　　）日

□□保保育育のの方方向向性性をを探探っってていいるる
□□方方向向性性をを定定めめてて取取りり組組んんででいいるる
□□方方向向性性をを変変ええるる必必要要がが生生じじたた
□□退退院院がが日日程程ににののぼぼっったた
□□そそののほほかか（（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　））

子子どどももとと家家族族にに関関すするる重重要要なな情情報報　　　　＊＊医医師師・・看看護護師師やや家家族族かかららのの情情報報，，保保育育士士ととししてて関関わわりりななががらら得得たた子子どどもものの姿姿（（エエピピソソーードド））ををああわわせせてて整整理理すするる。。

◯疾病と治療に関する情報

◯安全・安楽・安心に関する情報

◯発達，生活，遊びに関する情報

◯家族関係，友だち関係，保育所・こども園等に関する情報

◯その子らしさ（持ち味）につながる情報

（個別保育計画立案時からの変化，入院中にみられた子どもの成長・発達の姿，残された課題など）

子子どどももとと家家族族ののニニーーズズ　　　　＊＊①①子子どどももとと家家族族のの要要望望（（表表明明さされれたた必必要要））とと②②かかららだだ・・こここころろ・・社社会会生生活活のの状状況況等等をを総総合合ししてて保保育育士士がが見見立立ててたた必必要要をを書書きき入入れれるる。。上上記記のの重重要要なな情情報報とと照照ららしし合合わわせせるるここととでで，，過過不不足足をを確確認認ししたたりり，，記記述述ををよよりり適適切切ななももののととししてていいくく。。

◯子どものニーズ（Ⅰ安全・安楽・安心に関するもの，Ⅱ健やかな育ちに関するもの，Ⅲ退院準備に関するもの，など，その子らしい生活につなげていくために必要とするもの） （計画立案時のニーズの変化，新たなもの）

自自分分ららししささのの指指標標　　　　＊＊入入院院環環境境のの中中ででそそのの子子ががどどののよよううなな姿姿ををみみせせてていいるるととききがが，，そそのの子子ららししくくああるるここととががででききてていいるる（（持持ちち味味がが現現れれてていいるる，，ななどど））とといいええるるかか，，本本人人，，保保護護者者ののねねががいいやや情情報報ををももととにに箇箇条条書書ききでで示示すす。。（（例例　　微微笑笑んんででいいるる，，遊遊びびにに集集中中ししてていいるる，，ななどど））

（保育の過程でわかった新たな知見）



統合シートVer5.14 ⼦どもと保育⼠のあゆみ（病棟保育ポートフォリオ）

Supported by JSPS KAKENHI Grant Number 20K03058, © 2023 K.Tanigawa

個別保育計画 あゆみの記録

めざす子どもの姿

保育の柱

保育課題 　保育課題の下位項目　（ア）〜（チ） 焦点化 課題と手がかり，保育の場と環境構成，内容と方法 振り返り
判断の根拠となるエピソード（保育士の意図・判断・行動と子どもの言
動，その変化），医療スタッフや家族からの情報など

めざす子どもの姿Ⅰ

保育の柱Ⅰ

（（アア））安安全全・・安安楽楽にに過過ごごせせるる環環境境のの
　　　　　　中中でで，，体体調調やや安安静静度度にに応応じじたた
　　　　　　活活動動をを提提供供すするる。。

□

＜＜評評価価＞＞
□□  適適切切にに実実施施ししてていいるる
□□  改改善善すすべべきき事事項項ががああるる
＜＜今今後後＞＞
□□  焦焦点点化化かからら除除外外ででききるる
□□  新新たたにに焦焦点点化化すするる

（（イイ））子子どどももとと保保育育士士がが，，おお互互いいにに
　　　　　　相相手手のの意意図図とと行行動動にに応応答答ししああうう
　　　　　　相相補補的的なな関関係係性性（（応応答答的的・・相相補補
　　　　　　的的なな関関係係性性））をを築築きき，，維維持持すするる。。

□

＜＜評評価価＞＞
□□  適適切切にに実実施施ししてていいるる
□□  改改善善すすべべきき事事項項ががああるる
＜＜今今後後＞＞
□□  焦焦点点化化かからら除除外外ででききるる
□□  新新たたにに焦焦点点化化すするる

（（ウウ））いいつつももとと異異ななるる環環境境のの中中でで，，
　　　　　　子子どどももがが主主体体的的なな生生活活をを送送るる
　　　　　　ここととががででききるるよよううににかかかかわわるる。。

□

＜＜評評価価＞＞
□□  適適切切にに実実施施ししてていいるる
□□  改改善善すすべべきき事事項項ががああるる
＜＜今今後後＞＞
□□  焦焦点点化化かからら除除外外ででききるる
□□  新新たたにに焦焦点点化化すするる

（（エエ））病病状状やや安安静静度度ななどどにに配配慮慮しし
　　　　　　ななががらら，，セセルルフフケケアアのの実実行行をを
　　　　　　促促進進すするる。。

□

＜＜評評価価＞＞
□□  適適切切にに実実施施ししてていいるる
□□  改改善善すすべべきき事事項項ががああるる
＜＜今今後後＞＞
□□  焦焦点点化化かからら除除外外ででききるる
□□  新新たたにに焦焦点点化化すするる

（（オオ））不不快快なな刺刺激激をを伴伴うう（（そそののここととがが
　　　　　　予予期期ででききるる））場場面面にに対対処処すするる
　　　　　　ここととをを支支ええるる。。

□

＜＜評評価価＞＞
□□  適適切切にに実実施施ししてていいるる
□□  改改善善すすべべきき事事項項ががああるる
＜＜今今後後＞＞
□□  焦焦点点化化かからら除除外外ででききるる
□□  新新たたにに焦焦点点化化すするる

めざす子どもの姿Ⅱ

保育の柱Ⅱ

（（カカ））「「通通常常のの生生活活リリズズムム」」をを維維持持
　　　　　　ししたたりり，，そそここにに戻戻ししてていいくくよようう
　　　　　　にに日日課課をを組組みみ，，保保育育をを展展開開すするる。。

□

＜＜評評価価＞＞
□□  適適切切にに実実施施ししてていいるる
□□  改改善善すすべべきき事事項項ががああるる
＜＜今今後後＞＞
□□  焦焦点点化化かからら除除外外ででききるる
□□  新新たたにに焦焦点点化化すするる

（（キキ））入入院院治治療療にに伴伴っってて取取りり組組めめななくく
　　　　　　ななっってていいたた身身辺辺自自立立のの課課題題にに
　　　　　　取取りり組組めめるるよよううにに促促すす。。

□

＜＜評評価価＞＞
□□  適適切切にに実実施施ししてていいるる
□□  改改善善すすべべきき事事項項ががああるる
＜＜今今後後＞＞
□□  焦焦点点化化かからら除除外外ででききるる
□□  新新たたにに焦焦点点化化すするる

（（クク））生生活活規規制制にに伴伴うう体体力力低低下下のの
　　　　　　回回復復やや，，経経験験不不足足のの改改善善にに取取りり
　　　　　　組組めめるるよよううにに促促すす。。

□

＜＜評評価価＞＞
□□  適適切切にに実実施施ししてていいるる
□□  改改善善すすべべきき事事項項ががああるる
＜＜今今後後＞＞
□□  焦焦点点化化かからら除除外外ででききるる
□□  新新たたにに焦焦点点化化すするる

（（ケケ））季季節節をを感感じじらられれるるよよううなな環環境境をを
　　　　　　設設定定ししたたりり，，病病棟棟のの行行事事等等にに
　　　　　　参参加加ででききるるよよううにに配配慮慮すするる。。

□

＜＜評評価価＞＞
□□  適適切切にに実実施施ししてていいるる
□□  改改善善すすべべきき事事項項ががああるる
＜＜今今後後＞＞
□□  焦焦点点化化かからら除除外外ででききるる
□□  新新たたにに焦焦点点化化すするる

（（ココ））思思いいをを言言葉葉（（子子どどもものの主主たたるる伝伝達達
　　　　　　手手段段））でで伝伝ええるるここととをを支支援援すするる。。

□

＜＜評評価価＞＞
□□  適適切切にに実実施施ししてていいるる
□□  改改善善すすべべきき事事項項ががああるる
＜＜今今後後＞＞
□□  焦焦点点化化かからら除除外外ででききるる
□□  新新たたにに焦焦点点化化すするる

（（ササ））入入院院中中のの他他児児ととのの関関係係をを築築くく
　　　　　　ここととががででききるるよよううにに支支援援すするる。。

□

＜＜評評価価＞＞
□□  適適切切にに実実施施ししてていいるる
□□  改改善善すすべべきき事事項項ががああるる
＜＜今今後後＞＞
□□  焦焦点点化化かからら除除外外ででききるる
□□  新新たたにに焦焦点点化化すするる

（（シシ））病病棟棟ススタタッッフフ，，検検査査ややリリハハビビリリ
　　　　　　テテーーシショョンンななどどででかかかかわわるる医医療療
　　　　　　ススタタッッフフとと子子どどももがが，，そそのの子子どど
　　　　　　もものの日日常常生生活活やや遊遊びびのの文文脈脈のの中中
　　　　　　ででかかかかわわるる機機会会をを探探りり，，提提供供
　　　　　　すするる。。

□

＜＜評評価価＞＞
□□  適適切切にに実実施施ししてていいるる
□□  改改善善すすべべきき事事項項ががああるる
＜＜今今後後＞＞
□□  焦焦点点化化かからら除除外外ででききるる
□□  新新たたにに焦焦点点化化すするる

（（スス））子子どどもものの生生活活のの中中ででのの「「学学びび」」をを
　　　　　　支支ええるる適適切切なな環環境境をを提提供供すするる。。

□

＜＜評評価価＞＞
□□  適適切切にに実実施施ししてていいるる
□□  改改善善すすべべきき事事項項ががああるる
＜＜今今後後＞＞
□□  焦焦点点化化かからら除除外外ででききるる
□□  新新たたにに焦焦点点化化すするる

（（セセ））子子どどもものの「「問問いい」」とと向向きき合合いい，，
　　　　　　子子どどももがが認認識識をを深深めめるるききっっかかけけをを
　　　　　　つつくくるる。。

□

＜＜評評価価＞＞
□□  適適切切にに実実施施ししてていいるる
□□  改改善善すすべべきき事事項項ががああるる
＜＜今今後後＞＞
□□  焦焦点点化化かからら除除外外ででききるる
□□  新新たたにに焦焦点点化化すするる

めざす子どもの姿Ⅲ

保育の柱Ⅲ

保
育
課
題

（（ソソ））退退院院後後のの生生活活をを念念頭頭にに子子どどもものの
　　　　　　課課題題をを整整理理しし，，退退院院にに向向けけたた
　　　　　　子子どどもものの準準備備をを支支ええるる。。

□

課題と手がかり，保育の場と環境構成，保育の内容と方法（観察，働きかけ，見守り，間接的な支援な
ど ＜＜評評価価＞＞

□□  適適切切にに実実施施ししてていいるる
□□  改改善善すすべべきき事事項項ががああるる
＜＜今今後後＞＞
□□  焦焦点点化化かからら除除外外ででききるる
□□  新新たたにに焦焦点点化化すするる

めざす子どもの姿Ⅳ

保育の柱Ⅳ

（（タタ））家家族族とと共共にに子子育育ててをを考考ええ，，保保育育をを
　　　　　　展展開開すするる。。

□

保護者支援8入院中の保育を一緒に考える，相談にのる，見守る，ほか），家族のつながりを強める支
援，ほか ＜＜評評価価＞＞

□□  適適切切にに実実施施ししてていいるる
□□  改改善善すすべべきき事事項項ががああるる
＜＜今今後後＞＞
□□  焦焦点点化化かからら除除外外ででききるる
□□  新新たたにに焦焦点点化化すするる

（（チチ））医医師師やや看看護護師師ななどどのの医医療療ススタタッッフフ
　　　　　　ととのの協協力力関関係係をを維維持持ししてて保保育育をを
　　　　　　展展開開すするる。。

□

情報共有，子どもの代弁，子ども・家族と医療スタッフの関係調整，恊働による行事運営，ほか

＜＜評評価価＞＞
□□  適適切切にに実実施施ししてていいるる
□□  改改善善すすべべきき事事項項ががああるる
＜＜今今後後＞＞
□□  焦焦点点化化かからら除除外外ででききるる
□□  新新たたにに焦焦点点化化すするる

備考

子子どどもものの成成長長・・発発達達のの促促進進ををめめざざすす。。

入入院院環環境境のの中中でで，，子子どどももがが自自分分ららししくく主主体体的的にに生生活活をを送送るるここととががででききてていいるる。。

保育の柱の説明

子子どどももはは安安全全，，安安楽楽でで，，安安心心ででききるる場場をを得得てて，，置置かかれれたた情情況況にに自自分分ななりりにに対対処処ででききてていいるる。。

子子どどももののももつつ社社会会的的，，情情緒緒的的なな発発達達のの力力をを拠拠りり所所ととししてて，，主主体体的的なな生生活活ををおおくくるるここととををめめざざすす。。

保
育
課
題

課題と手がかり，保育の場と環境構成，保育の内容と方法（観察，働きかけ，見守り，間接的な支援な
ど）

入入院院生生活活のの中中ででもも，，健健ややかかなな心心身身のの育育ちちににつつななががるる経経験験ががででききてていいるる。。

家家族族ととのの恊恊働働，，医医療療者者ととのの恊恊働働にに支支ええらられれたた保保育育ををめめざざすす。。

保
育
課
題

保
育
課
題

課題と手がかり，保育の場と環境構成，保育の内容と方法（観察，働きかけ，見守り，間接的な支援な
ど

退退院院にに向向けけ，，心心のの準準備備をを行行ううここととががででききてていいるる。。

退退院院ををめめざざすす。。

家家族族，，医医療療者者とと保保育育士士のの恊恊働働にに基基づづくく保保育育をを享享受受ででききてていいるる。。


